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デジタル技術により実現　
する全部床義歯の承前啓後歯学研究が開く ⑬歯科のの未来
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デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
歯
冠
修
復
の
領
域
で
は
、
補

綴
治
療
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
義
歯
領
域
に
お
い

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
で

は
、
全
部
床
義
歯
へ
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
応
用
に
つ
い
て
、
当
教
室

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

義
歯
の
複
製

　

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
義
歯
の

ス
ペ
ア
を
患
者
が
希
望
す
る
こ
と

は
、
全
部
床
義
歯
臨
床
に
お
い
て

よ
く
あ
り
ま
す
。
義
歯
の
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
く
こ
と

で
、
慣
れ
親
し
ん
だ
形
態
の
義
歯

を
複
製
で
き
る
、
以
前
で
は
簡
単

に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
三
次
元
光
学
ス
キ
ャ
ナ
ー
と

ミ
リ
ン
グ
技
術
を
用
い
る
こ
と

で
、
す
で
に
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
大
き
な
特

長
は
、〝
デ
ー
タ
の
保
存
性
の
高

さ
〞、〝
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
再
現
性

の
高
さ
〞
で
あ
り
、
複
製
義
歯

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
親
和
性
が

非
常
に
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

良
い
と
こ
取
り
の
義
歯

　

全
部
床
義
歯
患
者
は
、
驚
く
ほ
ど
敏
感

に
、
義
歯
の
形
態
を
感
じ
取
っ
て
い
ま

ま
さ
に
全
部
床
義
歯
の
〝
承
前
啓
後
〞

を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

す
。
図
に
示
す
の
は
、「
今
の
義
歯
は
と

て
も
調
子
が
い
い
け
ど
、
こ
こ
は
前
の
入

れ
歯
の
方
が
よ
か
っ
た
」
と
の
訴
え
に
対

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
対
応
し
た
症
例

で
す
。
新
旧
２
つ
の
義
歯
を
ス
キ

ャ
ン
し
、
粘
膜
面
を
基
準
に
、
現

義
歯
に
対
し
て
旧
義
歯
の
辺
縁
を

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
良
い
と

こ
取
り
の
新
義
歯
を
製
作
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

一
部
改
変
の
再
製
作
は
、
デ
ジ
タ

ル
な
ら
で
は
の
手
法
で
す
。

全
部
床
義
歯
の

デ
ー
タ
バ
ン
ク

　

義
歯
の
三
次
元
情
報
と
治
療
結

果
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
歯
科
医

師
と
歯
科
技
工
士
の
〝
匠
の
業
〞

と
〝
そ
の
成
果
〞
が
連
結
さ
れ
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
で
き
ま

す
。
今
ま
で
は
経
験
に
よ
っ
て
得

ら
れ
て
き
た
全
部
床
義
歯
の
目
指

す
べ
き
形
態
を
、
こ
れ
か
ら
は
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
明
確
な
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
参
照
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
教
育
資
料
と
し
て

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
本
人
が
口
腔
内
で
作
り
上
げ

た
咬
合
面
形
態
を
、
継
承
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

我
々
は
、
積
み
重
ね
た
技
術
を

受
け
継
い
で
未
来
へ
と
活
か
す
、

現義歯
「痛みもないし、かむのは

とても調子がいい」

咬耗で作り上げられた
咬合面を利用

粘膜面で重ね合わせ粘膜面で重ね合わせ

辺縁部のデータのみ抽出

切削加工
新たに設計された

“良いとこ取り”の義歯

旧義歯
「頰の隙間に物が入りにくい

のは良かった」

デジタル技術による“良いとこ取り”の
義歯の製作

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
補
綴
材
料
事
情

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響

で
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

（
金
パ
ラ
）
が
高
騰
し
て
い

る
。
４
月
１
日
に
改
定
さ
れ

た
ば
か
り
の
金
パ
ラ
の
公
定

価
格
が
、
緊
急
改
定
さ
れ
た

（
５
月
１
日
）。
し
か
し
、

「
焼
け
石
に
水
」
の
感
は
否

め
な
い
。
金
パ
ラ
の
高
騰
で

　

協
会
・
保
団
連
は
５
月
19

日
、
今
年
10
月
に
も
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
２
倍
化
の
中
止

を
求
め
、
国
会
要
請
行
動
を

行
っ
た
。
協
会
か
ら
事
務
局

が
参
加
し
、
大
阪
選
出
の
議

員
ら
に
対
し
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
歯
科
医
療
機
関
の
窮

状
、
異
常
な
高
騰
を
続
け
る

し
、
２
割
化
反
対
署
名
の
紹

介
議
員
を
要
請
し
た
。
宮
本

議
員
は
、「
政
府
は
医
療
費

削
減
を
進
め
る
一
方
で
、
軍

事
費
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民

の
生
活
が
困
窮
す
る
中
で
、

負
担
増
は
あ
り
え
な
い
。
窓

口
負
担
の
２
割
化
に
反
対
す

る
」
と
紹
介
議
員
を
承
諾
し

た
。

　

同
日
、
衆
議
院
第
二
議
員

会
館
で
開
催
さ
れ
た
署
名
提

出
集
会
に
か
け
つ
け
た
国
会

議
員
ら
に
署
名
を
託
し
た
。

　

夏
の
参
院
選
は
憲
法
が
争

点
に
な
る
選
挙
だ
と
思
う
。

　

憲
法
「
改
正
」
は
、
国
会

両
院
の
憲
法
審
査
会
で
憲
法

「
改
正
」
原
案
を
中
心
に
審

議
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
２
０
２
１
年
10
月

の
衆
院
選
で
は
改
憲
派

議
員
が
改
憲
発
議
に
必

席
合
計
１
２
４
人
だ
。

非
改
選
と
合
わ
せ
て
護

憲
派
が
「
３
分
の
１
」

を
超
せ
ば
、
改
憲
を
阻

要
な
総
議
員
数
の
「
３
分
の

２
」
を
超
え
た
こ
と
も
あ

り
、
現
在
で
は
衆
院
の
憲
法

審
査
会
は
毎
週
開
か
れ
、
活

発
に
動
い
て
い
る
。

　

参
院
で
は
改
憲
派
議
員
が

「
３
分
の
２
」
を
超
え
て
い

る
が
、
憲
法
審
査
会
は
目
立

っ
た
動
き
を
見
せ
て
い
な

い
。
１
カ
月
後
に
迫
っ
た
参

院
選
の
結
果
待
ち
の
状
態

だ
。

　

参
院
選
が
重
要
な
の
は
、

選
挙
が
済
め
ば
25
年
ま
で
国

政
選
挙
が
な
い
か
ら
だ
。
自

　

「
多
弱
野
党
」
が
「
一
強

自
民
」
に
勝
利
す
る
に
は
候

補
者
の
調
整
し
か
な
い
。
調

整
し
な
か
っ
た
13
年
の
参
院

選
で
は
、
31
あ
る
１
人
区
で

当
選
は
２
人
だ
っ
た
。
調
整

を
行
っ
た
16
年
・
19
年
の
選

挙
で
は
、
当
選
は
前
者
が
11

止
で
き
る
。

　

参
院
選
の
結
果
次
第
で
は

改
憲
へ
の
道
は
大
き
く
開
か

れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

日
本
国
憲
法
を
守
る
た
め

に
が
ん
ば
ろ
う
。

民
党
「
憲
法
改
正
実
現
本

部
」
で
は
、
こ
の
期
間
を

「
黄
金
の
３
年
間
」
と
呼
ん

で
い
る
。
改
憲
の
よ
う
な
世

論
が
割
れ
る
課
題
も
扱
い
易

く
な
る
こ
と
か
ら
、
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
感
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

人
、
後
者
が
10
人
で
あ
り
、

野
党
共
闘
の
効
果
は
明
ら
か

だ
。

　

参
院
は
３
年
ご
と
に
半
数

を
改
選
す
る
。
都
道
府
県
を

単
位
と
す
る
選
挙
区
は
74

人
、
政
党
な
ど
に
投
票
す
る

比
例
区
は
50
人
で
、
改
選
議

金
パ
ラ
・
歯
科

診
療
報
酬
の
改

善
な
ど
を
訴
え

た
。

　

医
科
協
会
と

合
同
で
柳
本
あ

き
ら
（
自
民
）
、

宮
本
た
け
し

（
共
産
）
両
衆

院
議
員
と
面
談

　

金
パ
ラ
の
高
騰
が
続
く
な
か
、
代
替
材
料
の
保
険
導
入

の
検
討
を
求
め
る
声
が
歯
科
医
療
界
か
ら
上
が
っ
て
い

る
。
海
外
で
は
ど
の
よ
う
な
補
綴
材
料
が
使
わ
れ
る
の

か
。
歯
科
保
健
の
先
進
国
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
補
綴
材
料

事
情
に
つ
い
て
、
西
真
紀
子
氏
と
ド
ー
ベ
ン
・
ビ
ル
ク
ヘ

ッ
ド
氏
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。歯

科
医
師
が
赤
字
を
被
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
去

年
か
ら
海
外
向
け
の
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
て
い
た
。
保
険
の

価
格
改
定
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
だ
が
、
金

パ
ラ
を
使
っ
て
い
る
日
本
だ

け
の
特
殊
事
情
で
あ
る
。
金

パ
ラ
は
歯
科
材
料
と
し
て
相

１
人
は
歯
科
技
工
士
（
歯
科

技
工
士
学
校
の
校
長
）
で
あ

る
。
年
齢
は
40
〜
60
歳
で
現

役
で
あ
る
。
彼
ら
に
３
つ
の

質
問
を
投
げ
か
け
た
。
以
下

は
３
人
の
回
答
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
簡
潔
な
取
材

だ
が
、
何
ら
か
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

質
問
１
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

お
け
る
保
険
治
療
の
補
綴
材

料
は
？

　

過
去
何
年
も
の
間
に
補
綴

材
料
に
変
化
が
あ
っ
た
が
、

１
９
９
９
年
以
前
は
ブ
リ
ッ

ジ
に
ハ
イ
ゴ
ー
ル
ド
合
金
が

使
用
さ
れ
て
い
た
。
99
年
以

降
、
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
が
最

も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ン
に
は
ニ
ケ
イ
酸
リ

チ
ウ
ム
と
ジ
ル
コ
ニ
ア
が
最

も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

他
に
は
チ
タ
ン
も
あ
る
。

　

近
年
の
顕
著
な
変
化
は
、

ジ
ル
コ
ニ
ア
の
ク
ラ
ウ
ン
と

ブ
リ
ッ
ジ
が
増
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
金
パ
ラ
合
金
は

大
変
珍
し
く
、
10
年
以
上
ほ

と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い

（
注
：
金
パ
ラ
合
金
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
含
め
て
海
外

で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い

な
い
。
日
本
で
は
パ
ラ
ジ
ウ

ム
が
安
い
時
代
に
ゴ
ー
ル
ド

に
替
え
て
安
い
材
料
で
賄
う

た
め
に
金
パ
ラ
合
金
の
利
用

が
始
ま
っ
た
）。

質
問
２
：
強
度
が
必
要
な
３

歯
以
上
の
ブ
リ
ッ
ジ
に
は
何

応
し
い
の
か
ど
う
か
、
こ
の

機
会
に
見
直
し
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
海
外
の
一
例
と

し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
歯
科
医
療
を
展
開
し
て
い

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歯
科
材

料
の
事
情
を
調
べ
て
み
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
成
人
に
対

す
る
歯
科
医
療
の
公
的
支
援

は
Ｅ
Ｕ
の
標
準
よ
り
手
厚

く
、
歯
科
補
綴
診
療
と
歯
科

材
料
に
関
し
て
国
が
75
％
ま

で
補
助
し
、
財
源
は
国
税
で

あ
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の

は
、
補
綴
や
歯
科
材
料
に
関

す
る
３
人
の
現
地
の
専
門
家

で
あ
る
。
３
人
全
員
が
Ｐ
ｈ

Ｄ
を
取
得
し
て
い
て
、
長
期

間
に
渡
る
研
究
、
教
育
、
臨

床
の
経
験
が
あ
る
。
そ
の
う

ち
２
人
は
歯
科
医
師
（
大
規

模
な
公
立
歯
科
医
院
の
院
長

と
歯
科
大
学
の
歯
科
材
料
分

野
の
主
任
教
授
）
、
残
り
の

が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
？

　

コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
か
ジ
ル

コ
ニ
ア
で
、
金
パ
ラ
合
金
は

使
わ
な
い
。
大
き
さ
に
よ
っ

て
は
ジ
ル
コ
ニ
ア
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
使
う
。

質
問
３
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
補
綴
材
料
に
つ
い
て
自
費

治
療
は
あ
る
の
か
？

　

材
料
の
コ
ス
ト
は
治
療
費

に
含
ま
れ
て
お
り
、
上
述
の

コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
、
ジ
ル
コ

ニ
ア
、
ニ
ケ
イ
酸
リ
チ
ウ

ム
、
チ
タ
ン
、
ジ
ル
コ
ニ
ア

セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
は
公
的
保

険
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
患
者

は
金
合
金
な
ど
、
よ
り
高
い

材
料
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
場
合
は
１
０
０
％

自
費
で
支
払
う
（
注
：
前
提

と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
保

険
歯
科
診
療
報
酬
は
日
本
よ

り
数
倍
高
く
、
医
院
経
営
を

自
費
診
療
で
支
え
る
と
い
う

事
情
は
な
い
）。

主流はジルコニア
材料費は公的保険でカバー

行方
金パラ
行方行方の
金パラ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ジ
ル
コ
ニ

ア
の
使
用
が
増
え
て
い
る　
　

署名を受け取る宮本たけし衆院
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法
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「
最
先
端
の
む
し
歯
・　

歯
周
病
予
防
を
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す
る
会
」
理
事
長

西
真
紀
子

談
話
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だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

参
院
選
と
憲
法
「
改
正
」

窓
口
負
担
２
倍
化
や
め
よ

門
奈
丈
石
（
平
野
区
）

大
阪
選
出
議
員
に
要
請

国会行動


